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・棚の上の物やテレビの台などを点検してください。

余震で落ちることがあります。 

・クローゼットや食器棚の中も確認してください。中

の物が崩れてくる恐れがあります。 

・子どもやお年寄りに、注意を向けましょう。小さい

子どもは、たとえ大丈夫そうにみえても、不安を解

消するため、やさしく話しかけ、そっと抱き上げて

ください。ひとり暮らしのお年寄りが近所にいたら

様子を見てあげましょう。 

・むやみに外に出ないようにしましょう。上から落ち

てくる物などで、ケガをする恐れがあります。 

・隣近所と連絡を取り合い、お互いに協力して助け合

いましょう。 

その時、玄関のドアを激しく叩く音がした。ドンド

ンドンドン・・・・次回へつづく 

第２回の学習ポイント 

① ライフラインの確認をする 

電気のブレーカーを落とし、ガス 

の元栓を速やかに閉める。水道の 

蛇口も確認する。 

電話の受話器が外れていないか確 

認する。 

② ガスのにおいがしないか確認する 

安全が確認されるまで、絶対に火は使わない。マ

ッチやライターなどタバコも厳禁！ 

③ 電気製品のスイッチは入ったままになっていない

か確認する 

アイロンやヘアドライヤー、電気ストーブや電気

カーペットなど、必ずコンセントから抜く。 

④ 生きる上でもっとも重要なライフライン「水」 

日頃から、お風呂など流さずに翌日まで汲み置き

しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 切り傷などで出血していれば、応急手当の「直接

圧迫止血法」をする 

傷の上に布やガーゼ等をあてて手でギュッと患部

を圧迫すればたいていの出血（動脈性出血以外）

は止まります。もしガーゼに血液がしみてきてボ

タボタ垂れるくらいの出血の場合、すでに当てて

いるガーゼの上から新しい布を追加して圧迫を続

けます。決して最初に当てたガーゼは外さないこ

と。せっかく血を止めるために出来かけていた血

餅（血の塊）を剥がしてしまうことになります。 

※みなさんも家族と一緒に「災害紙上訓練・ＤＰＧ」

で仮想訓練を！ 
参考文献「災害紙上訓練・ＤＰＧ」はニッポン放送発行「生きるための７５

の教え」、絵は川崎市ホームページから引用しています。 

   
 

 

いつ起きるかわからない大地震！その大地震をグリ

ーンだより紙上で体験し「いかにして自分の命を守る

か」を考えるゲームです。 

前回からの続きで地震想定日は、４月中旬の日曜日、

家族でゆっくりとラジオで音楽を聞きながら朝食を食

べているその瞬間に発生した。目の前に広がる風景、

あなたの生活、何もかもが一変してしまいました。第

１回の「大地震発生！」に引き続き、さて、あなたな

らこの体験でどう感じるでしょうか？ 

第２回 「停電！静寂？余震への前触れ」 

停電したままだ！「まだ余震がくる 

の？」と子どもたちが不安げに父に聞 

いた。「あれだけの地震だ。まだあれく 

らいの余震は来るはず。自分の身は自 

分で守れ！それはお前達がしなければ 

ならない最低限のことだぞ。」妻は割れ 

た食器で足を切って出血している。「救急箱とってくる

から、待ってて。」父は救急箱をとりに、しかし、割れ

た食器が散乱している。足元に気を付けながら、さて

クローゼットを開けようとするが中のものが崩れてい

るのか、なかなか扉が開かない。開いたとたん、ガラ

ガラガラ・・・中からこぼれ落ちてくる。その中から

救急箱をとり出す。そして、玄関に行き、倒れた下駄

箱の下から自分の運動靴を探し出して履く。そして、

家族の運動靴も取り出し持って行く。子どもたちに「靴

を履きなさい。落ちている物で足を切るかもしれない

から！」「はい！」妻の足の傷を見るかぎり、幸い割れ

たかけらは傷の中に残っていないようだ。傷の上に布

をあてて手でギュッと患部を圧迫する圧迫止血をし

た。しばらくして止血してきたので、ガーゼを当てて

三角巾を包帯にして結んだ。妻は「こんな傷だったら、

普通はすぐ病院に行くよね。」と苦笑いした。「でも、

この地震だ、病院もパニックだろうな！だから、ちょ

っと我慢しような。」「お父さん、こんなことよく知っ

てるね。」子どもたちが言う。父は心の中で『上級救命

講習受けといてよかったぁ』と思った。 

その時、ラジオから緊急情報がアナウンスされる。 

・揺れは一応おさまっていますが、まだ余震の起きる

恐れがあります。 

・ガス漏れの恐れがないことを確認するまで、たばこ

は吸わないでください。マッチやライター、ロウソ

クも使用しないでください。電気のスイッチを入り

切りしないでください。漏れているガスに引火する

恐れがあります。 

・ガス・水道・電気は注意してすみずみまで点検して

ください。 

・電話は、回線に限りがあります。消防車や救急車の

必要な方以外はしばらく電話は使用しないでくださ

い。 

・水は、無駄にしないでください。 

・家の中でガラスや食器が割れている場合は、ケガを

しないように底の厚い丈夫な靴を履くようにしてく

ださい。軍手も着用してください。 
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団地管理組合法人加古川グリーンシティ

管理組合広報委員会 

グリーンシティ自治会 

管理事務所 ４２５－６８５２ 
ホームページ http://www.greencity.gr.jp/ 
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優れた業績を挙げた兵庫県在住の個人・団体を顕彰する「神戸新聞平和賞、文化賞、社会賞、スポーツ賞」、

１９４７（昭和２２）年の平和憲法発布を記念し、戦後の復興と地域社会の振興を目的に制定されました。今年も

平和賞１団体、文化賞１人、社会賞１団体、スポーツ賞１人が選ばれ、その中の第第６６１１回回「「神神戸戸新新聞聞社社会会賞賞」」にに

加加古古川川ググリリーーンンシシテティィ防防災災会会がが栄栄誉誉をを賜賜りりままししたた。。 

表彰式は５月１８日、神戸市中央区「ニューオータニ神戸ハーバーランド」で行われます。 

【【社社会会賞賞】】自自主主防防災災組組織織  加加古古川川ググリリーーンンシシテティィ防防災災会会  

 阪神・淡路大震災を教訓に防災力と地域力を高めようと、１９９８年に大規模マンション「加古川グリーンシテ

ィ」の住民が結成した自主防災組織。防災マップや防災井戸設置などの取り組みは全国的にも注目されているとの

評価を賜りました。 

これもひとえに居住者の皆さんの防災意識の賜物です。これからも防災活動にご協力をお願いします。 

 

４月１４日（土）臨時理事会において、本年度の事業である給水

配管更新工事の施工業者が決定しました。見積参加業者の、神戸洗

管工業株式会社、東レ建設株式会社、山本環境整備株式会社の中か

ら、安全面や実績、見積金額（３社中一番安価）等を精査した結果、

山本環境整備株式会社に決定し契約を交わしました。すでに現地調

査により現場事務所設置場所・設営時期、資材置場等の打ち合わせ

を終えています。 

本工事に関して、全戸へ説明会の案内と工事工程表については配

付済みですが、施工棟の実施前には、さらに詳細に棟ごとの説明会

（Ａ・Ｃ棟が最初）も行ないます。 

右図 Ａ：工事現場事務所 

Ｂ：工事関係車輌駐車場 

Ｃ：作業場と資材置場 

なお、別紙特集号にてさらに詳細を説明しておりますので、事前

にご一読いただき、不明点は説明会でご質問ください。 

 

昼夜を問わず子どもが部屋の中を走り回り、また深

夜まで床に直置きされた健康器具を使用する大きな

音をたてられるので、上階へ「床へ防音マット等を敷

いてもらえませんか、また子どもさんの走り回る音も

注意してもらえませんか」とお願いしました。しかし、

「注意はしているけど子どものことだから」と言われ

状態は改善されません。 

健康器具を使わないでほしいとか、常に子どもを走

り回らせないでと言っている訳ではありません。使用

する時間帯や防音の配慮をお願いしているのです。 

夜１０時を過ぎての走り回る音、健康器具の使用音

は生活音とは言えないでしょう。逆の立場になったと

きのことを考え、居住者の方に配慮を望みます。 

４月４日（水）に発生した六本木ヒルズのエレベー

タ発煙事故について、当マンションのエレベータ保守

会社に確認したところ、以下の回答があったのでお知

らせします。 

報道によりますと、発煙の原因はエレベータを吊り

上げるワイヤーロープの金属線の一部が破断し、周囲

の部品と接触して出火したとされております。 

弊社ではＪＩＳに従い、建築基準法に基づく昇降機

の法定定期検査と定期点検において、ワイヤーロープ

の点検を行っており、万一異常が発見されても報告と

適切な処置を行っております。従いまして、当社ご契

約物件に関しては、引き続き安心してご利用いただけ

ることを取り急ぎご報告申し上げます。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 


